
（福岡県）

市 政 ル ポ 中
な か ま

間市

炭
坑
閉
山
後
の
紆う

よ余
曲
折
を
経
て 

今
改
め
て
描
く
近
未
来
地
図

　

市
域
中
央
部
を
貫
流
す
る
１
級
河
川
・
遠
賀
川

を
挟
み
、
東
部（
川
東
）地
区
と
西
部（
川
西
）地
区

と
で
形
成
さ
れ
る
福
岡

県
中
間
市
（
総
面
積

15
・
96
㎢
）
は
、
昭
和

33（
１
９
５
８
）年
11
月

１
日
、
旧
・
新
市
町
村

建
設
促
進
法
（
昭
和
31

／
１
９
５
６
年
公
布
）

な
ど
に
基
づ
き
、
旧
・

遠
賀
郡
中
間
町
の
単

独
に
よ
る
市
制
施
行

で
誕
生
し
た
。
本
年
か

ら
４
年
後
の
令
和
10

（
２
０
２
８
）年
11
月
１

日
に
は
、
市
制
施
行
70

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

　

市
制
施
行
当
時
、
中
間
市
を
含
む
６
市
４
郡
で

形
成
さ
れ
て
い
た
《
筑
豊
炭
田
》
エ
リ
ア
は
、
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
（
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
移

行
）
に
よ
る
、
時
代
の
大
き
な
分
岐
点
に
立
た
さ
れ

て
い
た
。

　

九
州
と
並
ぶ
産
炭
地
域
・
北
海
道
で
の
石
炭
鉱

脈
の
発
見
が
明
治
維
新
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
筑

豊
炭
田
の
発
見
は
室
町
時
代
。
組
織
的
な
炭
坑
経

営
も
幕
藩
体
制
（
福
岡
藩
、
小
倉
藩
）
の
時
代
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
34（
１
９
０
１
）年
、

中
間
市
に
隣
接
す
る
北
九
州
市
（
旧
八
幡
市
地
区
）

で
官
営
八
幡
製
鐵
所
（
現
日
本
製
鉄
九
州
製
鉄
所
八

幡
地
区
）
が
操
業
を
開
始
し
て
以
降
、
１
９
５
０
年

代
末
ま
で
は
、
日
本
最
大
の
産
炭
地
区
の
座
を
保
っ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
遠
賀
川
が
決
壊
し
た
西
日
本
大
水
害

（
昭
和
28
／
１
９
５
３
年
）
な
ど
、
当
時
相
次
い
だ

中
小
炭
坑
の
浸
水
を
伴
う
豪
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
完
遂
し
な
い
う
ち
に
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
転
換
が
決
定
さ
れ
、
筑

豊
炭
田
の
衰
退
に
拍
車
が
掛

か
っ
て
い
く
。

　

現
在
の
中
間
市
の
市
域
で
は
、

明
治
39（
１
９
０
６
）年
の
中
鶴
炭
鉱
を
皮
切
り
に
、

新
手
炭
坑
、
新
手
第
２
炭
坑
、
大
根
土
炭
坑
、
垣

生
炭
坑
な
ど
が
昭
和
前
半
期
ま
で
に
開
坑
し
て

い
っ
た
が
、
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
変
化
に
つ
れ
、

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
ま
で
に
次
々
と
閉
山
し
て

い
っ
た
。

　

ま
た
、
筑
豊
炭
田
の
形
成
エ
リ
ア
は
、
主
に
遠

賀
川
と
そ
の
水
系
（
嘉
麻
川
・
穂
波
川
・
彦
山
川
・

犬
鳴
川
な
ど
の
流
域
）に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
特

旧筑豊炭田地区の母なる大河・遠賀川は現在も未来も中間市を潤す永遠
の母なる大河だ

持
続
可
能
な
ま
ち
の
基
盤
は
未
来
型
産
業
創
出
と
地
域
愛

市
長
の
率
先
垂
範
で
図
る
わ
が
ま
ち
の「
全
力
発
信
!!
」

福
ふくだ

田健
けんじ

次
中間市長
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に
中
間
市
を
貫
流
す
る
遠
賀
川
は
、
各
地
で
産
出

さ
れ
た
石
炭
を
八
幡
製
鐵
所
の
あ
る
旧
八
幡
市
ま

で
輸
送
す
る
際
の
大
動
脈
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
幕
末
期
か
ら
明
治
時
代
全
域
を
通
じ
、
急

速
に
発
展
し
た
日
本
の「
炭
鉱
、
製
鉄
業
、
造
船
業
」

の
関
連
産
業
遺
産
群
で
構
成
さ
れ
る
世
界
遺
産
《
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、

石
炭
産
業
》（
平
成
27
／
２
０
１
５
年
登
録
）
に
お
い

て
も
、
中
間
市
に
立
地
す
る
《
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン

プ
室
》（
明
治
43
／
１
９
１
０
年
操
業
開
始
、
八
幡
製

鐵
所
所
有
）は
、
貴
重
な「
稼
働
遺
産
」（
現
役
の
ま
ま

保
持
さ
れ
て
い
る
産
業
遺
産
）の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
製
鉄
産
業
は
大
量
の
水
を
必

要
と
す
る
。
１
１
４
年
前
に
造
ら
れ
た
遠
賀
川
水

源
地
ポ
ン
プ
室
は
、
現
在
も
日
本
製
鉄
九
州
製
鉄

所
八
幡
地
区
の
操
業
に
必

要
な
水
量
の
約
60
％
を
送

水
す
る
た
め
の
「
要
」
の
施
設
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
か
ら
、
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

中
間
市
の
市
制
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
渦
中
で
施
行
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
市
制
施
行
か
ら
し
ば
ら
く
は
「
筑

豊
炭
田
の
ま
ち
」
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
が
続
く
が
、

昭
和
39
年
の
完
全
な
炭
坑
閉
鎖
に
伴
い
、
人
口
は

急
減
す
る
。
例
え
ば
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
に

４
万
２
４
１
８
人
だ
っ
た
人
口
は
、
昭
和
45

（
１
９
７
０
）
年
に
は
３
万
３
７
３
４
人
に
減
少
し

た
。
し
か
も
、
全
国
の
旧
産
炭
地
域
全
般
に
共
通

す
る
現
象
と
し
て
、
炭
坑
閉
山
後
の
人
口
構
成
に

は
、
働
き
盛
り
世
代
を
含
む
、
大
量
の
生
活
保
護

受
給
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
だ
が
中
間
市
は

１
９
７
０
年
代
以
降
、
福
岡
県
第
２
の
都
市
・
北

九
州
市
に
隣
接
す
る
地
理
的
特
性
を
生
か
し
た
「
住

宅
都
市（
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）」と
し
て
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
奏
功
し
、
再
び
人
口
増
現
象
が
始

ま
る
。

　
「
中
間
市
は
わ
ず
か
４
㎞
四
方
の
非
常
に
小

さ
な
ま
ち
で
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
福
岡
市

と
北
九
州
市
と
い
う
九
州
の
２
大
政
令
指
定

都
市
の
間
に
位
置
し
て
お
り
、
両
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
環
境
は
と
て
も
良
好
で
す
。

　

石
炭
産
業
が
衰
退
し
た
後
に
人
口
は
急
減

し
ま
す
が
、
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
再
び
勢
い
を
取
り
戻
し
、
昭
和
60

（
１
９
８
５
）年
に
は
５
万
２
９
４
人
と
な
り
、

初
め
て
人
口
５
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
昭
和
60
年
を
ピ
ー
ク
に
再
び
漸
減
傾
向
と

な
り
、
本
年
８
月
末
現
在
の
人
口
は
３
万
８
６
８
５

人
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）

の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
令
和
42
（
２
０
６
０
）
年

に
は
１
万
９
４
２
５
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
た
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年

６
月
当
時
、
中
間
市
の
人
口
は
約
４
万
２
０
０
０

人
で
し
た
。
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
１
万
人
減
っ
て
い

た
も
の
の
、
こ
れ
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と

い
う
全
国
共
通
の
潮
流
の
渦
中
の
出
来
事
と
捉
え

れ
ば
、
致
し
方
の
な
い
部
分
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

実
際
、
現
在
も
そ
の
流
れ
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

人
口
の
数
よ
り
む
し
ろ
問
題
だ
っ
た
の
は
、
当
時

の
中
間
市
に
お
け
る
財
政
状
況
の《
質
》で
し
た
。

　

端
的
に
言
え
ば
倒
産
寸
前
の
中
小
企
業
の
よ
う

な
状
況
で
し
た
。
経
常
収
支
比
率
が
30
年
以
上
に

製鉄に必要な冷却用水などを安定的に確保するため明治43年に操業を開
始し、今も現役の世界遺産「遠賀川水源地ポンプ室」

遠賀川水系で近代初期まで石炭を積み運んでいた小舟のレプリ
カ（中間市歴史民俗資料館）

中間市

福岡市

北九州市
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わ
た
り
90
％
～
95
％
を
計
上
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
炭
坑
全
盛
時
代
の
繁
栄
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
住
宅
都
市
と
し
て
他
力
本
願
的
に
実
現

し
た
一
時
期
の
成
長
を
一
種
の
『
成
功
体
験
』
と
勘

違
い
し
た
こ
と
な
ど
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
産
業
の

創
出
な
ど
、
未
来
に
向
け
た
布
石
が
何
も
打
た
れ

な
い
ま
ま
、
国
の
助
成
金
を
ア
テ
に
し
た
箱
モ
ノ

行
政
を
漫
然
と
続
け
た
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、

当
時
の
破
綻
寸
前
の
財
政
難
を
も
た
ら
し
て
い
た

の
で
す
。

　

そ
こ
で
就
任
１
期
目
に
私
が
推
進
し
た
の
は
、

市
職
員
の
大
幅
な
人
員
削
減
を
含
む
徹
底
的
な
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
と
と
も
に
、
旧
市
立
病
院
も
含
め
た
、

あ
ま
り
に
も
費
用
対
効
果
の
低
い
公
共
施
設
や
事

業
の
廃
止
お
よ
び
統
合
計
画
の
推
進
な
ど
、
ま
さ

に
、
職
員
に
も
市
民
に
も
ウ
ケ
の
良
く
な
い
施
策
・

事
業
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
分
、
か
な
り
強
い
風

当
た
り
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
」

　

福
田
健
次
中
間
市
長
（
２
期
７
年
目
）
は
、
苦
笑

混
じ
り
に
そ
う
語
る
が
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年

の
市
長
選
で
再
選
。
行
財
政
改
革
に
大
ナ
タ
を
振

る
っ
た
４
年
間
を
、
民
意
は
「
未
来
へ
の
布
石
の
一

環
」と
し
て
支
持
し
た
の
だ
。

双
方
向
の
交
流
で
得
た
民
意
が
糧 

「
面
白
そ
う
な
ま
ち
」の
全
力
発
信

　

福
田
市
長
の
描
く
「
未
来
へ
の
布
石
」
と
そ
の
先

の
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
の
「
将
来
像
」
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

中
間
市
で
は
現

在
、「
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く

り
」「
若
い
世
代
が

希
望
通
り
に
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
を

す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
」

「
中
間
市
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
し
い
人
の
流

れ
の
創
出
」「
地
域
間
の
連
携
や
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
な
ど
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
」
な

ど
を
重
点
目
標
に
、
多
角
的
な
地
域
活
性
化
施
策
・

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
年
９
月
議
会
で
策
定
さ
れ
た
「
中
間

市
第
５
次
総
合
計
画
」に
は
、
令
和
15（
２
０
３
３
）

年
の
段
階
に
お
い
て
、「
定
住
人
口
目
標
３
万 

６
０
０
０
人
の
実
現
」
を
目
指
す
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
第
５
次
総
合
計
画
で
は
定
住
人
口
の
目
標
を

３
万
６
０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
も
っ

と
少
な
く
な
っ
て
も
い
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け
た
努
力
は
も
ち
ろ

ん
し
ま
す
が
、
既
存
の
人
口
が
減
っ
て
も
、
や
み

く
も
に
よ
そ
か
ら
そ
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る

よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
パ
イ
を
地
方
都
市
同
士
が
奪
い
合
う

こ
と
ほ
ど
、
不
毛
な
努
力
（
争
い
）
は
な
い
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
生
き
残
り
の
た
め
に
は
都
市
間
競
争
で
成

果
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
考
え
る

都
市
間
競
争
は
、
自
分
た
ち
さ
え
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
発
掘
・
発
信
す
る
こ

と
で
関
係
人
口
を
増
や
し
た
り
、
産
業
面
も
含
め
た

新
た
な
地
域
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ

て
、
市
民
の
幸
福
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
し
て
い
て
よ
か
っ
た
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
市
民
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ
が
都
市
間
競
争
の
素

晴
ら
し
い
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
を
模
索
す
る
過
程
を
常
に
『
全
力
発
信
』
す

毎年8月に開催される「筑前中間川まつり」のメインイベント、幻想的な美しさに満ち
た灯籠流し

2年おきに開催される「遠賀川流域リーダーサミット」。遠賀川
の水質保全や遠賀川を軸に広域的な活性化などで連携する遠
賀川流域17首長の集い
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中間市　市 政 ル ポ

（福岡県）

る
こ
と
で
、
中
間
市
は
な

ん
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
面

白
そ
う
な
ま
ち
だ
、
活
気

が
あ
っ
て
、
起
業
す
る
の

に
も
よ
さ
そ
う
な
ま
ち

だ
。
よ
そ
の
ま
ち
で
暮
ら

す
方
々
に
も
、
自
然
に
そ

う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
夢
の
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
。
そ
れ
が
私
の
考
え
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て

の
、
中
間
市
の
一
つ
の
近

未
来
像
で
す
」

　

福
田
市
長
が
そ
う
し
た

方
針
に
至
る
背
景
に
は
幾

つ
か
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。

　
「
１
期
目
を
通
じ
て
行
財
政
改
革
に
ま
い
進
す
る

中
で
も
、
な
ぜ
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
そ
れ
を
未
来
に
向
け
た
布
石
と
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

私
は
自
分
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
も
あ
る
『
全
力

発
信
』
を
常
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ご

承
知
の
よ
う
に
１
期
目
の
行
財
政
改
革
が
佳
境
に

入
っ
た
平
成
30（
２
０
１
８
）年
末
か
ら
翌
31（
令
和

元
／
２
０
１
９
）
年
初
め
に
か
け
て
コ
ロ
ナ
禍
が
発

生
。
瞬
く
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
の

様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革
を
踏
ま
え

つ
つ
、
さ
ら
に
未
来
に
向
け
た
施
政
方
針
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
直
接
語
り
か
け
る
た
め
の
機
会
も
、

制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
始

め
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
《
ラ
イ
ブ
配
信
》
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
発
信
は
既
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
視
聴
者
と
の
や
り
と
り
が
で
き
る
双

方
向
性
機
能
を
持
つ
ラ
イ
ブ
配
信
を
始
め
た
の
で

す
。
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
、
中
間
市
の
若
者
た
ち

と
も
中
間
市
の
置
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
に
つ

い
て
の
議
論
や
、
中
間
市
ら
し
い
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
双
方
向
性
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
選
挙
に
も
ま
ち
の
未

来
に
も
関
心
の
薄
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の

人
々
、
市
行
政
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
る
の
に
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
た

人
々
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
『
有
意
の
人
々
』
と
つ
な

が
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
効
果
が
分
か
っ

た
の
は
、
非
常
に
大
き
な
気
づ
き
で
し
た
」

　

１
期
目
を
通
じ
て
実
践
し
た
行
財
政
改
革
の
成

果
と
し
て
、
好
調
な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
も
支
え

ら
れ
、
例
え
ば
１
期
目
の
最
終
年
度
と
な
る
令
和

２
（
２
０
２
０
）
年
度
末
の
段
階
で
財
政
調
整
基
金

を
13
億
円
以
上
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
（
前
年

度
は
１
億
３
０
０
０
万
円
）。
さ
ら
に
、
経
常
収
支

比
率
も
30
年
以
上
続
い
た
90
％
台
半
ば
か
ら
80
％

台
半
ば
の
水
準
ま
で
改
善
。
財
政
調
整
基
金
の
繰

り
入
れ
に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
を
、
本
年
度
に
至

る
ま
で
維
持
し
て
い
る
。

　

財
政
面
に
お
け
る
こ
う
し
た
成
果
や
、
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
そ
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
「
双
方
向
型

情
報
」
受
発
信
の
効
果
な
ど
を
手
応
え
に
、
２
期
目

を
迎
え
る
前
後
か
ら
、
福
田
市
長
は
い
よ
い
よ
、

「
夢
の
あ
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
現
に
向
け
、
エ
ン
ジ
ン
出
力
を
上
げ
て
い
く
。

未
来
型
産
業
創
出
と
地
域
愛
が
も
た
ら
す 

新
し
い
人
の
流
れ
と
活
気

　

特
徴
的
な
の
は
、
市
内
外
の
企
業
や
教
育
機

関
な
ど
と
の
自
由
闊か
っ
た
つ達

な
連
携
関
係
（
産
官
学
連

携
）
の
締
結
と
、
そ
の
成
果
の
絶
え
ざ
る
発
信
活

動
の
積
極
的
な
展
開
だ
。
福
田
市
長
は
こ
れ
を

「
日
本
や
世
界
を
舞
台
に
、
中
間
市
と
連
携
す
る

北九州市八幡西区の黒崎駅前駅と直方市の筑豊直方駅を結ぶ筑豊電気鉄道。中間市の東中
間駅から黒崎駅前駅まではわずか20分だ

中間の子どもたちが地域課題を一緒に考える「中間市こどもサミット」は、毎年
中間市議会に提言を行うなど、まちづくりに貢献（ワークショップは毎月開催）
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頭
脳
集
団
を
構
築
し
て
い
く
よ
う
な
試
み
」
と
表

現
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
２
年
度
以
降
、
中
間
市
で

は
地
球
規
模
の
課
題
か
ら
地
域
の
課
題
に
至
る
ま

で
、
広
範
な
課
題
の
解
決
に
関
し
、
連
携
企
業
や

教
育
機
関
の
持
つ
先
端
技
術
・
知
見
な
ど
を
基
に
、

「
中
間
市
を
舞
台
に
可
能
性
を
探
っ
て
も
ら
う
実
証

実
験
」を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

同
時
に
受
け
入
れ
準
備
を
兼
ね
た
多
彩
な
施
策
・

事
業
を
自
ら
も
展
開
。
公
的
に
発
信
さ
れ
た
そ
れ

ら
の
事
業
を
時
系
列
的
、
か
つ
ラ
ン
ダ
ム
に
取
り

上
げ
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
［
事
例
①
＝
「
世
界
気
候
エ
ネ
ル
ギ
ー
首
長
誓
約
」

へ
の
署
名
／
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
の
取
り
組

み
／
令
和
２
年
６
月
～
］［
事
例
②
＝
中
間
市
と
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
「
市
役
所

屋
上
に
雨
量
監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
」
／
気
候
変
動

に
対
す
る
取
り
組
み
／
令
和
２
年
９
月
～
］［
事
例

③
＝
中
間
市
・
九
州
工
業
大
学
・
株
式
会
社
Ｐ
ｒ

ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
・
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ジ
ャ

パ
ン
の
連
携
に
よ
り
「
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る
安
全
空

間
づ
く
り
、
九
州
工
業
大
学
・
横
野
照
尚
教
授
に

よ
る
高
性
能
光
触
媒
の
実
証
実
験
開
始
」
／
令
和
３

年
７
月
～
］［
事
例
④
＝
中
間
市
と
株
式
会
社
フ
ロ

ム
工
業
の
連
携
に
よ
る
「
直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
導
入
の
社
会
実
験
開
始
」
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
「
西
日
本
最
初
の
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
が
使
用
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
す
／
令
和
３
年
８

月
～
］［
事
例
⑤
＝
中
間
市
と
株
式
会
社
グ
ロ
ー
ス

デ
ー
タ
と
の
連
携
に
よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、

観
光
資
源
開
発
な

ど
の
Ｉ
Ｔ
人
材
誘

致
」
／
本
年
１
月

～
］［
事
例
⑥
＝
中

間
市
と
Ｇ
Ｚ
キ
ャ

ピ
タ
ル
株
式
会
社

と
の
連
携
に
よ
る

「
同
社
の
デ
ジ
タ
ル

環
境
を
活
用
す
る

協
定
、
同
社
所
有
の

北
九
州
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
デ
ジ
タ
ル
体
験

や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
通
じ
た
多
世
代

交
流
促
進
」／
本
年
５
月
～
］［
事
例
⑦
＝
中
間
市
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
制
作
業
務
を
Ｇ
Ｚ

キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
に
委
託
／
本
年
10
月
～
］
そ

の
他
。

　

大
き
く
は
「
中
間
市
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
く
く
る
こ
と
の
で
き
る
こ
れ
ら
諸
事

業
の
う
ち
、
各
種
の
実
証
実
験
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
に
具
体
的
な
成
果
を
得
た
も
の
も
、
実
験
だ

け
で
終
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　
「
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
連
携
し
た
雨
量
計

の
設
置
な
ど
は
、
遠
賀
川
の
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
中
間
市
に
と
っ
て
、
水
害
の
可
能
性
を
未
然

に
知
る
助
け
に
な
る
な
ど
、
非
常
に
有
益
な
効
果

が
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
効
果
は
期

待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ

れ
ら
の
多
彩
な
実
証
実
験
や
課
題
解
決
を
探
る
た

め
の
関
連
事
業
が
、
常
に
中
間
市
を
舞
台
に
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
多
彩
な
波
及
効
果
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

他
市
の
事
例
を
見
て
も
、
実
証
実
験
導
入
に
積

極
的
な
都
市
に
は
、
実
際
、
未
来
を
切
り
開
こ
う

と
す
る
意
欲
の
強
さ
が
、
そ
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ

の
一
要
素
と
し
て
醸
成
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ

る
。

　

中
間
市
で
は
そ
の
他
、「
ひ
と
・
も
の
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
、
九
州
エ
リ
ア
に
立
地
す
る
福
原

学
園
・
九
州
共
立
大
学
・
九
州
女
子
大
学
・
九
州

女
子
短
期
大
学
と
の
官
学
連
携
で
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
に
立
地
す
る
希
望
が
丘
高
校
を
中
心

に
、
中
間
市
と
株
式
会
社
Ｒ
ｅ
―
ｓ
ｅ
ｔ
の
３
者
連

デジタル体験やeスポーツなどを通じた多世代交流促進が期待されるGZキャピ
タル株式会社との連携協定締結（本年5月）

国の地域活性化起業人派遣制度に基づくIT人材の派遣協定を株式会社グロース
データと締結（本年1月）
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（福岡県）

携
に
よ
る
「
希
望
が
丘
高
校
に
ん
に
く
部
（
令
和
５

／
２
０
２
３
年
６
月
発
足
／
高
校
生
と
地
域
の

人
々
が
官
民
一
体
型
で
発
芽
に
ん
に
く
を
栽
培
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
人
気
商
品
に
も
な
っ
て

い
る
）」の
活
動
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
話
題
性
抜
群
だ
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み（
連
携
事
業
）を
実
施

す
る
に
当
た

り
、
福
田
市
長

が
必
ず
連
携
先

と
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
発
信
す
る
体

制
が
構
築
さ
れ

て
い
る
の
も
、

中
間
市
の
活
性

化
事
業
全
般
に

通
じ
る
大
き
な
特
徴
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
そ
れ
ら
の

総
体
が
、
厚
み
の
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
中
間
市
の
全
国
発
信
）の
力
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

同
時
に
福
田
市
長
自
身
が
醸
し
出
す
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
訴
求
力
・
発
信
力
の
強
さ
も
見
逃
せ
な
い
。

そ
れ
は
恐
ら
く
、
福
田
市
長
の
前
職
が
、
数
々
の

テ
レ
ビ
・
映
画
な
ど
で
活
躍
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
俳

優
で
あ
っ
た
と
い
う
履
歴
と
も
、
大
い
に
関
係
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
か
ら
急
転
、
中
間
市
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
に
つ
い
て
、「
九
州
で
の
タ
レ

ン
ト
活
動
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
の
中
に
、
実

は
中
間
市
の
方
が
と
て
も
多
か
っ
た
こ
と
が
ご
縁

に
な
り
、
破
綻
寸
前
の
中
間
市
を
な
ん
と
か
し
た

い
と
い
う
、
恩
返
し
の
意
味
を
込
め
て
市
長
選
に

出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
淡
々
と
語
る
福
田

市
長
。

　

ま
ち
な
か
を
歩
け
ば
「
中
間
の
魅
力
を
全
力
発

信
! !
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
福
田
市
長
の

笑
顔
と
共
に
躍
る
ポ
ス

タ
ー
が
至
る
所
で
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
中

間
市
の
現
在
の
活
気
を
、

訪
れ
る
人
に
印
象
付
け
る

一
つ
の
風
景
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

洋
画
史
上
屈
指
の
名
セ

リ
フ
と
さ
れ
る
「
お
楽
し

み
は
こ
れ
か
ら
だ
」
に
倣

え
ば
、
福
田
市
長
が
目
指

す
「
な
ん
だ
か
面
白
そ
う
な
ま
ち
、
な
ん
だ
か
起
業

し
や
す
そ
う
な
ま
ち
」
中
間
市
の
「
本
領
発
揮
は
い

よ
い
よ
こ
れ
か
ら
だ
」と
い
え
そ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
９
月
11
日
）

中間市チャレンジショップ「夢まるしぇ」は中間市内で起業を目指す人材の育成
支援と中心市街地活性化を目指し、平成30年度にスタートした

江戸時代初期、福岡藩初代藩主・黒田長政の命で遠賀川か
ら水上輸送やかんがい用水確保のため開削された堀川の取
水口「堀川の中間唐戸」（水門／県指定文化財）

移動が簡単なトレーラー（コンテナ）を客室にしたユニークなホテ
ル。中間市は運営会社の株式会社デベロップと「災害時における移
動式宿泊施設等の提供に関する協定」を締結

SDGsを市民に広く知ってもらおうと特別支援学級（市立
中間南中学校）の生徒たちが考案した大豆ミート使用「植
物性由来のスマイルバーガー」は即完売。売上金は能登半
島の被災地に届けられた（本年3月）

企業と自治会をつなぐ社会貢献事業の一環として令和5年
度から開始された「中間市ネーミングライツ事業」。第1号
は「ピザクック通り」に決まり

19 市政 DECEMBER 2024


